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救急の現状

救急の現状救急の現状

119番受付，出場件数の増大

現場到着時間の遅れ現場到着時間の遅れ

重症／中等症／軽症の構成



救急の現状

119番受付，出場件数の増大
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救急の現状

現場到着時間の遅れ
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救急の現状

重症／中等症／軽症の構成（初診時）

区分 内容

死亡 初診時死亡が確認されたもの

207 300
44,629

50,209

500000

600000

700000
重篤 生命の危険が切迫しているもの

重症
生命の危険が強いと認められる
もの

386 340

123,191
138,789

176,583

207,300

29,637
35,850

200000

300000

400000

500000

人

中等症
生命の危険はないが入院を要す
るもの

軽易で入院を要しないもの。

215,020 241,534
319,448

386,340

0

100000

200000

H2 H7 H12 H17 軽

非入
院１

軽症と診断されたもののうち、1
週間以上の通院加療を要する傷
病状態と認められたもの

非入 軽症と診断されたもののうち、1H2 H7 H12 H17
軽症 中等症 重症以上

軽
症 院２

軽
週間未満の通院加療を要する傷
病状態と認められたもの

通院
不要
１

軽症と診断されたもののうち、
通院加療は要しないが医療処置
（投薬を除く）を要したもの

通院
不要
２

軽症と診断されたもののうち、
通院加療は要しなかったもの
（診察・投薬のみであったも
の）



救急の現状

救急需要対策救急需要対策

救急車の適正利用に係る周知啓発活動

一定の出動業務への民間事業者の活用

病院間転送への民間事業者／病院救急病院間転送への民間事業者／病院救急
車の活用

トリアージシステム



救急の現状

トリアージシステムトリアージシステム

１１９通報時に通報内容から事案に応じた
ビ救急サービスの提供を判断する．

（通報時トリアージ）（通報時トリア ジ）

現場に出場した救急隊が 傷病者 容態現場に出場した救急隊が，傷病者の容態
観察を行い，事案に応じた救急サービスの
提供を判断する．

（現着時トリアージ）（現着時トリア ジ）



通報時トリアージ通報時トリアージ

本研究で考える通報時トリアージは，２種
類の隊

‒ 救急救命士乗車隊：ALS隊（Advance Life救急救命士乗車隊：ALS隊（Advance Life 
Support Unit）

‒ 救急救命士非乗車隊：BLS隊（Basic Life‒ 救急救命士非乗車隊：BLS隊（Basic Life 
Support Unit）と呼称。）

を事案に応じて運用するモデルとするを事案に応じて運用するモデルとする．



救急の現状

事故形態別搬送者割合事故形態別搬送者割合

急病60% 5.6%

一般負傷15%
交通事故14%

13.7%

交通事故14%
転送も5%程度 61.7%15.0%
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火災事故 水難事故 自然災害事故



事故形態別の重症割合事故形態別の重症割合
救急の現状

事故形態別の重症割合事故形態別の重症割合

100%

80%

90%

100% 重症以上 中等症 軽症 計

交通事故 1,851(2.1%) 8,279(9.4%) 78,292(88.5%) 88,422(100%)

火災事故 231(19.8%) 243(20.8%) 692(59.3%) 1,166(100%)
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運動競技事故 34(0.6%) 997(17.9%) 4,541(81.5%) 5,572(100%)

自然災害事故 0(0.0%) 4(50.0%) 4(50.0%) 8(100%)

水難事故 287(75 7%) 52(13 7%) 40(10 6%) 379(100%)

36.6%30%
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労働災害事故 335(6.5%) 1,426(27.9%) 3,354(65.6%) 5,115(100%)

一般負傷 2,853(2.9%) 24,726(25.6%) 69,171(71.5%) 96,750(100%)

自損行為 ( ) ( ) ( ) ( )

2 1% 2.9%
8.6%

9.4%

25.6%

0%

10%

20% 自損行為 1,576(31.9%) 1,523(30.9%) 1,834(37.2%) 4,933(100%)

加害 138(1.6%) 692(8.3%) 7,543(90.1%) 8,373(100%)

急病 34,262(8.6%) 145,201(36.6%) 217,543(54.8%) 397,006(100%)
2.1% 2.9%

交通事故 一般負傷 急病
重症以上 中等症 軽症

転院搬送 8,642(23.9%) 24,157(66.9%) 3,326(9.2%) 36,125(100%)

計 50,209(7.8%) 207,300(32.2%) 386,340(60.0%) 643,849(100%)



年齢別 重傷割合年齢別 重傷割合

救急の現状

年齢別の重傷割合年齢別の重傷割合
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救急の現状

時間帯別の重症割合時間帯別の重症割合
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通報時トリア ジの効果検証通報時トリア ジの効果検証通報時トリアージの効果検証通報時トリアージの効果検証

実際にトリアージを導入して検証すること
は困難．

コンピュータを利用したシミュレーションにコンピュ タを利用したシミュレ ションに
より，仮にトリアージを導入した場合の効
果分析を行う果分析を行う．



シミュレーションとは？シミュレーションとは？

対象とするシステムそのものを扱わずに, そのモ
デルを構築し モデルを操作することによ てシデルを構築し, モデルを操作することによってシ
ステムの挙動を再現しようとすることをシミュレー
シ ンと呼ぶションと呼ぶ. 
シミュレーションは「こうしたらどうなるか」が未知
のときに, システムがいかに振る舞い, その性能
指標がどの程度かを明らかにする評価のモデル
である. 
（ＯＲ事典より）



トリアージシミュレーションの概要トリアージシミュレーションの概要

シミュレーションの目的

シミュレーションの仮定

対象地域の選定対象地域の選定

必要なデータの収集

分析ケースの設定

シミ レ ション要素のモデル化シミュレーション要素のモデル化



シミュレーションの目的シミュレーションの目的

トリアージ導入時の効果の予測

平均現着時間の推計

所定時間以内到着確率の推計所定時間以内到着確率の推計

上記の推計値を現状と比較して，トリアー
ジ導入による改善が期待できるかを予測ジ導入による改善が期待できるかを予測
する．



シミュレーションの仮定シミュレーションの仮定

救急隊をALS隊，BLS隊にわけて配置．
通報時のトリアージは過去データの重症・軽症比
率により計算（アンダートリアージは無いとする）．

現着時間は，過去データがある場合は利用，な
い場合は推計式を利用．場



対象地域の選定対象地域の選定

トリアージシミュレーションの概要トリアージシミュレーションの概要

対象地域の選定対象地域の選定

重症搬送者の割
合が大

特別区名 割合 特別区名 割合 特別区名 割合 特別区名 隊数

荒川区 9.80% 台東区 23.30% 品川区 77.30% 大田区 12

重症以上搬送者割合

(平成15年―同17年)

老年人口率

（平成18年1月1日現在）

急病での搬送者割合

（平成17年中）

救急隊数

（平成17年1月1日現在）

合が大

老齢人口率が大

急病搬送者の割

葛飾区 9.00% 北　区 22.60% 台東区 75.30% 新宿区 11

墨田区 8.90% 荒川区 21.90% 大田区 73.00% 世田谷区 10

文京区 8.80% 墨田区 20.60% 江戸川区 72.40% 足立区

足立区 8.60% 葛飾区 19.90% 杉並区 71.70% 江戸川区

北区 8.50% 豊島区 19.80% 中野区 71.60% 江東区

9

急病搬送者の割
合が大

救急隊の数がま

江東区 8.30% 千代田区 19.70% 北区 70.90% 杉並区

練馬区 8.10% 足立区 19.60% 葛飾区 70.50% 板橋区

板橋区 8.10% 新宿区 19.40% 世田谷区 70.00% 練馬区

目黒区 7.80% 文京区 19.30% 豊島区 69.50% 渋谷区

大田区 7.60% 中野区 18.90% 練馬区 68.90% 葛飾区

8

7救急隊の数がま
とまって存在

杉並区 7.50% 品川区 18.80% 足立区 68.60% 港区

中野区 7.50% 大田区 18.60% 目黒区 67.50% 台東区

台東区 7.40% 板橋区 18.50% 江東区 67.20% 品川区

江戸川区 7.30% 杉並区 18.30% 港区 67.00% 豊島区

品川区 7.00% 渋谷区 18.10% 荒川区 67.00% 墨田区

6

世田谷区 6.90% 港　区 17.90% 板橋区 66.20% 中野区

豊島区 6.80% 目黒区 17.90% 中央区 66.10% 北区

中央区 6.50% 練馬区 17.90% 渋谷区 63.10% 千代田区

新宿区 6.00% 江東区 17.80% 墨田区 62.30% 中央区

千代田区 5.60% 世田谷区 17.20% 新宿区 58.30% 文京区

5

葛飾区を選定葛飾区を選定
港区 5.20% 中央区 16.50% 千代田区 58.00% 荒川区

渋谷区 5.10% 江戸川区 15.70% 文京区 57.80% 目黒区 3

4

葛飾区を選定葛飾区を選定



トリアージシミュレーションの概要トリアージシミュレーションの概要

必要なデータの収集必要なデータの収集

町丁目への傷病程度別出場件数

現着時間の分布

出場～帰署の平均時間（全隊平均を利出場～帰署の平均時間（全隊平均を利
用）



トリアージシミュレーションの概要トリアージシミュレーションの概要

傷病程度別出場件数傷病程度別出場件数(H15(H15--17)17)

凡例 ：1日1人以上の割合で傷病者が発生
：2日～3日に1人の割合で傷病者が発生
：4日～15日に1人の割合で傷病者が発生
：16日～30日に1人の割合で傷病者が発生

凡例 ：1週間1人以上の割合で重症傷病者が発生
：8～30日に1人の割合で重症傷病者が発生
：1ヶ月に1人未満の割合で傷病者が発生
：発生なし日 日に 人 割合で傷病者が発生

：31日以上に1人の割合で傷病者が発生
：発生なし



現着時間の分布現着時間の分布
待機署所から出場先 ま 直線待機署所から出場先町丁目までの直線
距離とそこまでの平均現場到着時間

y = 0.002 x + 3.347

R
2
= 0.739

20
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現
場
到
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20着
時
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分

）
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5
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距離（ｍ）

：現場到着まで5分未満の町丁目
： 5分以上10分未満の町丁目： 5分以上10分未満の町丁目
：10分以上の町丁目
：出場実績が無い町丁目



トリアージシミュレーションの概要トリアージシミュレーションの概要

分析ケースの設定分析ケースの設定

重症・中等症患者をALS隊，軽症患者を
BLS隊が搬送．
ALS隊数が４ ５ ６ ７隊の４ケースにつALS隊数が４，５，６，７隊の４ケ スにつ
いて計算．

隊の位置は現在基地がある場所からALS隊の位置は現在基地がある場所から
最適配置モデルを利用して選択．



トリアージシミュレーションの概要トリアージシミュレーションの概要

シミュレーションのモデルイメージシミュレーションのモデルイメージ

①傷病者の発生 ②傷病者の分類発生
③救急隊の選定分類発生

もし出場中なら
次順位 隊

地区Ｘ ト
リ

中等症以上

地区Ｘ
への平均現
場到着時間
が早いALS隊
から出場

第 1 順 位
ALS隊

①傷病者の発生 ②傷病者の分類発生

もし出場中なら
次順位のALS隊に
振分け

傷病者発生

ア
ー
ジ
実
施 軽 症

から出場

地区Ｘ
への平均現
場到着時間

第 2順位
ALS隊 以下同様

BLS隊について
も同様の振分け
を実施

施 場到着時間
が早いBLS
隊から出場

④現場到着～帰署所まで救
急隊の所要時間設定

各隊とも正規分布（平均75分，
標準偏差75／4分に従うと設定標準偏差75／4分に従うと設定



救急隊の配置救急隊の配置 重症者数 分布 重ね 表重症者数 分布 重ね 表救急隊の配置救急隊の配置 重症者数の分布に重ねて表示重症者数の分布に重ねて表示

ALS4ALS4隊隊

→→
ALSALS６隊６隊

→→

ALSALS５隊５隊 ALSALS７隊７隊

→→ →→



救急隊の配置救急隊の配置救急隊の配置救急隊の配置

現在配置と最適配置の比較現在配置と最適配置の比較

凡例 ：現在の救急隊配置町丁目 ：計算結果救急隊配置町丁目 ：一致町丁目



分析結果分析結果分析結果分析結果
ALSALS 44隊隊 ケースケース ALSALS ５隊５隊 ケースケース
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分析結果分析結果
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まとめまとめ

ALS隊導入，4隊ケースでは，現状より現着時間
悪化（現状 8 1分) 5隊で現状維持 6隊以上で悪化（現状+8.1分)．5隊で現状維持．6隊以上で
改善（現状+1.6分)．
６分以下で到達する確率も， 4隊ケースで12ポイ
ント悪化， 5隊で2.4ポイント悪化，６隊で1.6ポイ
ント改善．

ALS隊導入では，BLS隊の現着時間は大幅悪化．
ALS 7隊ケース(BLS 1隊)で，97%の現着時間が
10分以上かかる．


